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はじめに
本稿では日本とキューバの貿易史の一端を，




入を合わせた貿易額は，2316 億 6200 万円に達
した。これは同年の日本とメキシコとの貿易額
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命政権が発足する直前のバティスタ（F. Batista Z.） 
大統領時代（1952 年～ 58 年）のキューバの国際
収支の特徴は次のようである。キューバの総輸出
の 60％，総輸入の 75％を米国が占めていた。さ




















年の 一人当たりの国内総生産（GDP）は 3193 ド









易は図 1 参照）。表 1 はキューバ大蔵省（Ministerio 
de Hacienda）の資料を基にした両国間の貿易の推




は 5700 万ペソ（1 ペソは 1 米ドルと等価）で，そ
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1951 年 1952 年 1953 年 1954 年 1955 年
①　キューバ貿易収支黒字 125.9 57.0 150.6 51.2 19.0
②　日本との貿易収支黒字 35.8 41.7 36.5 19.7 19.8
　　② / ① 28% 73％ 24% 39% 104 %
（出所） Comercio Exterior, Ministerio de Hacienda, República de Cuba　より筆者作成。
















1952 406,414 724,882 56%
1953 500,330 1,056,598 47%
1954 257,499 940,638 27%
1955 291,603 1,024,396 28%
1956 591,376 1,145,443 52%
1957 511,223 1,116,932 46%
1958 516,193 1,170,824 44%
1959 388,594 1,171,602 33%
1960 205,793 1,249,706 16%
1961 325,539 1,364,512 24%
1962 522,716 1,463,462 36%
1963 163,664 1,446,877 11%
1964 335,677 1,525,619 22%
1965 379,783 1,693,522 22%
1966 361,012 1,714,716 21%
1967 506,070 1,801,399 28%
1968 564,995 2,037,104 28%
1969 829,132 2,211,811 37%
1970 1,092,432 2,584,781 42%
1971 1,049,825 2,481,484 42%
1972 856,679 2,769,590 31%
1973 907,263 2,367,751 38%
1974 1,176,758 2,762,970 43%
1975 430,613 2,455,543 18%
1976 73,317 2,433,251 3%
1977 163,922 2,701,305 6%
1978 364,698 2,278,436 16%
1979 390,438 2,605,000 15%
1980 289,073 2,266,000 13%
1981 245,106 1,591,000 15%
（出所） 社団法人糖業協会編［2002］『現代日本糖業史』、日本関税協会『外国貿易概況』各年版より筆者作成。
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激しいが，1950 年代はおおよそ 40％台，1960 年
代は 20％台，1970 年代初めは 40％台に達した（表
2 参照）。











1963 年 8 月に粗糖の輸入が自由化された。しか
し政府財源確保，国内生産者保護のために，高率































































公使館から大使館に昇格したのは 1957 年 5 月で
ある。戦後の通商交渉再開の嚆矢となったのは，









交付に関する件」　1953 年 2 月 19 日付）。
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　1958 年 12 月 24 日付）。
伊藤使節団の帰国後，キューバは通商交渉の開




























































かくして 1954 年 7 月 9 日，東京サイドは協定妥





























岡崎外務大臣宛　1954 年 7 月 27 日付）。
井沢はハバナに戻った後，デラカンパ（M.Á. 



















（Prensa Libre 1954 年 4 月 30 日）。後述のようにこ
のボニーヤこそ，1960 年 4 月の通商協定締結の
際の，革命政権の通商使節団長であった。









側が決断したものであった。1958 年 6 月末に更新
し，同年 12 月に再度更新した。そして革命政権
発足直後の 1959 年 6 月更新し，同年 12 月に更新，
1960 年 6 月まで同一内容の協定が取り決められ
たのである（外務省資料　「経済局長　通商に関する
日本国とキューバ共和国との間の協定の締結に関する
件」経済局ラテンアメリカ課　1960 年 4 月 20 日付）。
半年間でほぼ自動的に延長されたとはいえ，
1958 年 12 月 30 日の際は，2 日後に反乱軍がハバ
ナに入城するという混乱した情勢にあった。本稿
の論旨と少し離れるが，バティスタ政権最後の政
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1955 年 9 月 GATT に正式加入したが，キューバ





















7 月 21 日には外務省経済局課長，大蔵省，通産
省，農林省の実務レベルの関係者とゲバラ団長，











長との会談要旨」経済局米州課　1959 年 7 月 28 日付）。
ゲバラの一連の発言の背景には，1959 年 3 月
末に赴任したばかりのアルスガライ大使を中心に
した，大使館スタッフの熱心な市場調査の成果



























と 電 話 で 話 し 合 っ た 」（ANC, Asunto : Tratado 











ている（ANC, Comisión de Fomento Comercial de 
la Embajada de Cuba en Japón, Análisis de Cuba las 
posibilidades de exportación a Cuba de maquinaria japonesa, 
por E. Shintaro, Mitsubishi Kaisha, Ltd., 1959）。
ゲバラは帰国後間もない 1959 年 11 月 26 日，
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て 1960 年 2 月になると，日本との通商交渉開始
の機が熟したというメモランダムが作成され，ア
ルスガライ大使，ゲバラ総裁に連絡された（ANC, 
Memorandum, Asunto: Relaciones comerciales 
entre Cuba y el Japón y conveniencia de concertar 










使節団が日本を訪れたのは，1960 年 4 月で，こ
の結果通商協定はようやく合意に達した。随行員





















らの輸入に充てること，および，GATT 第 35 条
適用の早期撤回を好意的に考慮することを約束し
た。4 月 22 日，藤山外務大臣とボニーヤ商務大





場を失う瀬戸際に立っていた。1960 年 7 月には
米議会はキューバ糖 70 万トンの輸入打ち切りを
決めた。翌年 1 月には両国の外交関係は断絶し，








ストロは 1962 年 10 月のキューバ危機の際，ソ連







な用件で連絡すると耳打ちされた。1963 年 11 月
18 日午後，ボティ（R. Boti L.）経済大臣から大使
に電話があり，同日午後 7 時に，大臣の私邸を来
訪するよう依頼があった。すると午後 7 時 30 分，














































日本の対キューバ貿易は 1950 年から 1974 年ま
で赤字であった。70 年代後半になると，両国貿













50 LATIN AMERICA REPORT  Vol.29  No1









































⑶ キ ュ ー バ で は 1959 年 12 月 ま で は 国 務 省
（Ministerio de Estado）, こ れ 以 後 は 外 務 省

































は，Pérez [2010: 258-259] 参照。
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